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 日本各地の高山帯において，ササの生育範囲の拡大が報告されている。北海道大雪山では，ササの発

達した箇所では，高山植物の種多様性が低くなることが明らかになっており，ササの刈り取りを行った

結果，種多様性が回復した事例がある。白山においても，弥陀ヶ原や南竜ヶ馬場でササの拡大と雪田草

原の減少が報告されている。ササの拡大地域には，ササの発達度合や高山植物の有無が異なる場所があ

り，ササ刈り取りの効果が異なることが想定される。そこで，本研究では，ササの発達度合の異なる 3

地点でササの刈り取りを行い，ササの再生や雪田植物の回復の状況を調査した。刈り取り１年後の時点

では，ササの発達度合が小さいと再生したササの高さや植被率がやや抑えられていたが，稈密度はササ

の発達度合に応じ差がみられず，雪田植物が残存していた箇所では，クロユリ等の開花が見られ,残存

していなかった箇所よりも雪田植物の回復が大きかった。 

 

はじめに 

 

 近年，北海道大雪山（Kudo et al. 2011）や群馬 

県と新潟県の境にある平ヶ岳（安田ほか，2007），富

山県立山（吉田ほか，2016）などの高山帯では，気

候変動による積雪量の減少等に伴う土壌の乾燥化と，

ササの生育範囲の拡大が報告されている。 

北海道大雪山では，チシマザサの群落高の増加に

伴い，植物の出現種数が減少しており，ササの発達

に伴い高山帯の植生の多様性が低下することが明ら

かとなっている（川合・工藤，2014）。 

白山はこれより西には標高 2,000m を超す山岳が

なく，山地として独立しているため，分布の西限と

なっている動植物種が多く，生物多様性保全上も重

要な地域であり，1962年に国立公園に指定されてい

る。原因は不明ではあるが，白山においても，弥陀

ヶ原（標高約 2,300ｍ）や南竜ヶ馬場（標高約 2,100

ｍ）で 2023年に 1977年と比較して，ササの生育範

囲が拡大したことが報告されており（野上，2023），

多様な高山植物が生育する雪田草原が減少している。 

北海道大雪山では，ササの侵入後にササの刈り取

りを毎年行い,ササを刈り取った部分の高山植物の

シャノンの種多様度指数が９年後にはササの侵入末

端部にかなり近い程度まで回復していた事例がある
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（工藤・雨谷，2018）。ササの拡大地域には，ササ

の発達度合や高山植物の有無が異なる場所があり，

ササ刈り取りの効果が異なることが想定される。そ

こで，本研究では，2024年 9月上旬に白山弥陀ヶ原

のササの拡大地域において，ササの発達度合の異な

る 3地点で，ササの刈り取りを行い，その１年後，

ササの発達度合や残存している雪田植物の有無によ

って，ササの再生や雪田植物の回復の状況が異なる

のかを調査した。 

 

方法 

１． 調査地の概要 

調査を行った白山弥陀ヶ原は，標高約 2，300ｍの

台地で，雪田草原が発達する。1972-1973 年に行わ

れた調査では，白山の雪田には，ショウジョウスゲ，

イワイチョウ，ハクサンコザクラ，クロユリ，ネバ

リノギランが常在的に生育し，イワイチョウ群団の

ショウジョウスゲ＝イワイチョウ群集と同定されて

おり，平坦部や融雪水流路の最も土壌の安定した部

分には，オオバショリマ，モミジカラマツ等で識別

されるオオバショリマ亜群衆ができると報告されて

いる（鈴木 1974）。かつては，白山山系でも人為的

攪乱が強い地域であり，1975年頃には，登山道がい

く筋にもわかれ，表土が流出していた（小川，2005）。

その対策として，1980年に木道が設置された。現在，

木道周辺にはササ群落が拡がっており，登山道脇や

ササ群落には，ショウジョウスゲの他，ハクサンフ

ウロやハクサンボウフウ等の雪田植物が見られる。 

 

２． 方形区の設置とササの刈り取り 

方形区の設置とササの刈り取りは 2024年 9月 6-

7日に行った。ササの発達度合や残存している雪田

植物の有無によって，ササの再生や雪田植物の回復

の状況が異なるのかを調査するため，ササの発達度

合が小さい地点(ササの高さが手前から奥にかけて

徐々に高くなっており，雪田植物が残存)にＳＡ-Ｓ

Ｃ，中程度の地点（ササが生えそろっていて，雪田

植物が残存）にＭＡ-ＭＣ，大きい地点（ササが生

えそろっていて，雪田植物が残存していない）にＬ

Ａ-ＬＣの方形区を設置し，ＡとＢのササを刈り取

り，Ｃを対照区とした（図 2）。方形区Ａ-Ｃは日当

たりや風通し等の条件を統一するため，登山道脇ま

たはササ群落の辺縁に 2ｍ間隔で設置した。 

方形区の設置位置は，野上（2023）で 1977年と比

較してササが拡大したと報告された範囲から選定し

た。 

ササの刈り取りには，草刈鎌を使用し，1 方形区

あたり 30 分/人程度で刈り取りを実施した。1 方形

区の大きさは 2m×2m とし，対照区以外の方形区内

のササを全て刈り取り，刈り取ったササは方形区外

へ搬出した。 

なお，方形区の設置やササの刈り取りに際しては，

環境省の木竹の伐採許可（環中地国許第 2409061号）

と工作物の新築許可（環中地国許第 2409062号），土

地所有者の許可を経て実施した。 

 

3．ササの再生状況の評価 

各方形区のササの刈り取り後の再生状況を評価す

るため，ササの刈り取りをする直前と刈り取りから

1年後の 2025年 9月 6日（ＭＡ-ＭＣ，ＬＡ-ＬＣ），

図 1 調査地図 

国土地理院の電子地形図を加工して作成 

図 2 方形区設置位置 

国土地理院撮影の空中写真（2020年・2021年撮影）を加工して作成 

黒ボコ岩 
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と 16日（ＳＡ-ＳＣ）に，ササの高さと稈密度，植

被率を記録した。また，参考としてササの展葉時期

を調査するため，植被率は 2025年 7月 30日にも記

録した。 

 ササの高さはササの高さが均一な方形区は標準的

なササの高さ，手前から奥にかけて徐々にササの高

さが高くなっている方形区は手前のササの標準的な

高さと奥のササの標準的な高さを記録し，平均値を

算出した。稈密度は，40cm×40cmの枠を方形区内の

登山道または雪田植物に近い地点（手前）と遠い地

点（奥）に任意に設置し，生きているササの根元の

本数を記録した。植被率は，後述する雪田植物と同

様の方法で記録を行った。 

 

4．雪田植物の回復状況の評価 

ササの刈り取り後の雪田植物の回復状況の評価す

るため，ササの刈り取り直前と9月6日(ＭＡ-ＭＣ，

ＬＡ-ＬＣ)，16 日（ＳＡ-ＳＣ）に雪田植物の植被

率を記録した。また，参考として，雪田植物の展葉

時期を調査するため，2025 年の 7月 30日にも植被

率の記録を行った。方形区内の植生を観察したとこ

ろ，方形区内の手前と奥で生育する植物の種や量に

差がみられたため，記録方法は，図 3のとおり，各

方形区中心から手前と奥に 1m×1m のサブコドラー

トを設置し，植物の種ごとに地表面積に対して葉が

覆っている面積を百分率で記録した。また，方形区

内で開花している植物の種を記録した。 

 

結果 

 

1．ササの発達度合と再生状況 

 ササの刈り取り前と 1年後の高さを図 4に示す。 

刈り取り前のササの高さは，ＳＡは 60cm，ＳＢは 

手前から奥にかけて徐々にササが高くなっており， 

手前が 50cm，奥が 90cm で，平均は 70cm であった。 

ＳＣは手前半分が手前から奥にかけて徐々に高くな 

っており，手前で 40cm，中心で 90cm，奥半分は 90c 

mで，平均は 65cmであった（図 4a）。また，ＭＡ- 

ＭＣは 60-70cm，ＬＡ-ＬＣは 90-100cmでササが生 

えそろっていた（図 4b-c）。刈り取り後のササ群落 

高は，刈り取りを行ったＳＡ-Ｂで 25cm，ＭＡ-ＭＢ 

で 30cm，ＬＡ-ＬＢで約 40cmとなっており，ササの 

発達度合が小さい地点ほど再生したササの高さはや 

や低くなっていた（図 4a-c）。一方で，どの対照区 

でも 1年後にはササの高さは高くなっていた。 

ササの刈り取り前と1年後の稈密度を図5に示す。 

刈り取り前のササの稈密度は，ＳＡ-ＳＢでは 90-12

0本/㎡程度，ＳＣでは手前では 50本/㎡程度で奥が

160本/㎡程度となっていた（図 5a）。ＭＡ-ＭＣは 1

50-210本/㎡程度，ＬＡとＬＢ奥では110本/㎡程度，

ＬＢ手前とＬＣでは 160-190 本/㎡程度となってお

り，ＬＡ-ＬＣは方形区の内側に枯れた稈が確認され

ていた（図 5b-c）。 

 刈り取りの 1年後の稈密度は，刈り取りを行った

全ての方形区で低下していたが，50-100本/㎡程度

でばらつき，ササの発達度合と再生した稈密度の間

に関係は見られなかった。刈り取りを行わなかった

方形区のうち，ＳＣ手前では 20本/㎡，ＬＣ手前で

は 50本/㎡程度，前年と比較してササの稈密度は増

加しており，ＳＣ奥やＭＣ手前では，稈密度にほと

んど変化がなく，ＭＣ奥やＬＣ奥では 40本/㎡程度

減少していた。 

 ササの刈り取り前と1年後の植被率を図6に示す。 

図３ サブコドラートの設置方法 
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刈り取り前のササの植被率は，全ての方形区で

100％であった。ササの刈り取りを行った方形区で

は，2025年 7月 30日の時点では，ササの植被率は

5-20％程度と小さく，9月上旬では，ＳＡで 25％，

ＬＢ手前やＳＢ手前で 40％，ＭＡ-ＭＢ，ＬＡ，Ｌ

Ｂ奥，ＳＢ奥では 60％程度と大きく増加し，8月中

に植被率が大きく増加していた。ササの発達度合と

植被率の再生状況を見てみると，ササの 1年後の植

被率はＳＡでは 25％とその他の方形区よりも小さ

くなっていたが，その他の方形区では 40-60％程度

でササの発達度合と植被率の再生状況に関係は見ら

れなかった。 

サ
サ
の
高
さ
（
㎝
） 

図 4 ササの刈り取り前と 1年後の高さ 
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図 5 ササの刈り取り前と 1年後の稈密度 
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図 6 ササの刈り取り前と 1年後の植被率 
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このように，ササの再生状況はササの発達度合が

小さい場合は，やや抑えられていたが中程度や大き

い場合はササの発達度合と再生状況に関係はみら 

れなかった。 

 

雪田植物の回復状況 

雪田植物の刈り取り前と 1年後の植被率を図 7に 

示す。ササの刈り取り前は，SＡ-SＣ，ＭＡ-ＭＣに

は雪田植物が残存しており，ササの発達度合が小さ

いＳＡ-ＳＣではＳＡやＳＣ手前でショウジョウス
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ゲやミヤマアキノキリンソウが 2-5％程度であった

他，オヤマリンドウ，オンタデ，コイワカガミ，ネ

バリノギラン，ハクサンフウロ，ハクサンボウフ

ウ，ミヤマアキノキリンソウ，ミヤマキンバイがご

くわずかに残存していた。ササの発達度合が中程度

のＭＡ-ＭＣでは，ＭＡ手前でコメススキが 2％，

ＭＢ手前やＭＣ手前でコイワカガミが 2％程度あっ

た他は，オヤマリンドウ，ショウジョウスゲ，ハク

サンフウロ，ハクサンボウフウ，ミツバノバイカオ

ウレン，ミヤマキンバイ，ミヤマアキノキリンソ

ウ，コバイケイソウ，マイヅルソウ，モミジカラマ

ツがわずかに存在していた。ササの発達度合が大き

かったＬＡ-ＬＣはＬＣ手前でモミジカラマツがご

くわずかに残存していたが，その他の方形区では雪

田植物は残存していなかった。 

ササの刈り取り 1年後の植被率は刈り取りを行っ

た全ての方形区で雪田植物の植被率が増加してい

た。回復が目立った種としては，ショウジョウスゲ

がＳＡやＭＡ手前で 3-15％程度，モミジカラマツ

がＭＡ奥で 2％，ＭＢ奥で 5％，ハクサンボウフウ

がＳＡ手前とＭＡ奥で 3％，オンタデがＳＢで 2-

3％，コバイケイソウがＭＢで 2％，ネバリノギラ

ンがＳＡ手前で 2％，ハクサンフウロがＳＡ手前や

ＭＡで 2％程度植被率が回復していた。この中で

も，オンタデやコバイケイソウ，ネバリノギラン，

モミジカラマツはササの刈り取り前は，確認されて

いなかった方形区で，1年後に植被率が 2％以上回

復していた。 

このように，ササの刈り取り 1年後に回復が目立

った種があったのは，ＳＡ-ＳＢ，ＭＡ-ＭＢであ

り，ＬＡ-ＬＢでは，ハクサンフウロ，ハクサンボ

ウフウ，クロユリの芽生えのみが確認された。刈り

取りを行わなかった方形区では，雪田植物の植被率

はほとんど変化していなかった。 

ササの刈り取り 1年後に方形区内で開花が見られ

た種としては，オヤマリンドウがＳＡとＭＡ，オン

タデがＳＢ，クロユリとハクサンフウロがＭＡ，ハ

クサンボウフウがＳＡで確認され，これらは全てサ

サの刈り取りを行った方形区内であった。一方，サ

サの刈り取りを行っていなかったＳＣでもイブキト

ラノオの開花が確認された。 

 

考察 

 

 刈り取り 1年後のササの高さや植被率はササの発

達度合の小さい方形区でやや小さくなっていたが，

稈密度は方形区間でばらつきがあり，ササの発達度

合と再生状況に関係性は見られなかった。野上

（2023）によれば，弥陀ヶ原で拡大しているササは

チシマザサである。チシマザサの地下茎について

は，長く直進して単軸状に分岐していくタイプ（単

軸茎）と短い枝状に仮軸分岐し，集合的な稈基を形

成していくタイプ（仮軸茎）があり，冬芽が仮軸茎

部分に多いことが知られている（笹賀ほか,1991）。

本研究では，稈密度の測定には 40cm×40cmの枠を

利用しており，測定の際に稈が集中している仮軸茎

の上に枠を置いてしまったため，稈密度の測定誤差

が大きくなってしまった可能性がある。そのため，

ササの発達度合と稈密度の再生状況に関係は見られ

なかったのかもしれない。 

 ササの生育時期については，2025年は 8月中に

植被率が大きく増加していたが，2025年は積雪量

が多く，ここ数年の中では，雪解けが 20日程度遅

く，ササが伸びだす時期がここ数年よりも遅かった

可能性がある。 

 雪田植物の回復が特に目立ったのは，雪田植物が

残っていたＳＡ-ＳＢ，ＭＡ-ＭＢの方形区であった

。ＭＡではクロユリが開花していたが，前年には確

認されていなかった。クロユリは，1枚葉の個体が

成長して花を咲かせるまでに栽培条件下でも 6〜8

年かかることが知られている（野上，2006）。この

ため，今回開花したクロユリは，ある程度成長した

状態で休眠していた鱗茎が成長し，開花したものと

考えられる。また，ＬＡやＬＢで 7月 30日に確認

されたハクサンフウロやハクサンボウフウの芽生え

は，9月 6日の調査の時点で本葉が 2枚程度しか成

長していなかった。これらの状況から，地下部の直

接確認は行っていないが，ＳＡ-ＳＢ，ＭＡ-ＭＢで

回復が目立った雪田植物についても，地下で休眠し

ていた個体が再び成長した可能性が高いと推測され
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る。なお，ＳＡでは 7月 30日時点では，ハクサン

ボウフウの植被率が手前で 10％程度，奥で 3%程度

と大きく回復していたが，9月 16日時点では，手

前で 3%，奥で 1%以下と減少していた。この原因と

しては，9月 16日には，枯れた葉も残っておらず

，キアゲハの終齢幼虫が 1頭確認されており，ハク

サンボウフウの葉がキアゲハの幼虫に食害された可

能性がある。キアゲハの幼虫 1匹あたりが蛹になる

までに必要な総摂食量はエゾノシシウドの葉で

48,614mm²であることが知られており，（土屋，2000

）キアゲハに食害されてハクサンボウフウの植被率

が低下した可能性がある。 

 刈り取りを行った方形区で，5種の雪田植物が開

花していたが，刈り取りを行わなかったＳＣでもイ

ブキトラノオの開花が確認された。イブキトラノオ

は，高さが 1ｍ程度に達する植物であるため，ササ

の侵入地でも，ササの高さが 90㎝程度の場合は，

ある程度光を浴びることができるため，開花に至っ

たのではないかと考えられる。 

 

まとめ 

 

ササの刈り取りから 1年が経過した時点では，サ

サの発稈達度合が小さいと再生したササの高さや植

被率がやや抑えられていたが，稈密度はササの発達

度合に応じて差がみられず，雪田植物が残存してい

た箇所では，残存していなかった箇所よりも雪田植

物の回復が大きかった。また，雪田植物が残存して

いなかった場所でも新規個体の参入によって回復す

る兆候が見られた。 

ササは 8月中に植被率が大きくなっており，雪田

植物は 7月 30日時点で植被率が大きくなっている

種が多かったため，今回雪田植物が回復していた場

所では，ササの展葉前に雪田植物が光を浴びること

ができたため回復していた可能性がある。しかし，

雪解け時期が早くなった場合，雪田植物とササの展

葉のタイミングが変わる可能性がある。今後は，雪

解けの時期が雪田植物の回復にどのような影響を与

えるのか，また発芽した雪田植物がその後順調に成

長していくのかを明らかにしたい。 
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SA 2024 年ササ刈り取り前 

 

SA 2025年 7月 30日 

 

SA 2025年 9月 16日 

 

SB 2024年ササ刈り取り前 

 

SB 2025 年 7 月 30 日 

 

SB 2025 年 9 月 16 日 

資料：各方形区の作業前後の状況と植生の状況（1/5） 
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SC 2024 年ササ刈り取り前 

 

SC 2025年 9月 16日 

 

MA 2024 年ササ刈り取り前 

 

MA 2025年 7月 22日 

 

MA 2025年 9月 16日 

資料：各方形区の作業前後の状況と植生の状況（2/5） 
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MB 2024 年ササ刈り取り前 

 

MB 2025 年 7月 22 日 

 

MB 2025 年 9月 16 日 

 

MC 2024 年ササ刈り取り前 

 

MC 2025年 9月 16日 

 

 

資料：各方形区の作業前後の状況と植生の状況（3/5） 
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LA 2024 年ササ刈り取り前 

 

LA 2025年 7月 22日 

 

LA 2025年 9月 6 日 

 

LB 2024年ササ刈り取り前 

 

LB 2025年 7 月 22 日 

 

LB 2025 年 9 月 6日 

資料：各方形区の作業前後の状況と植生の状況（4/5） 
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LC ササ刈り取り前 

 

LC 2025年 9月 6 日 

 

資料：各方形区の作業前後の状況と植生の状況（5/5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


